
 

 

 

 

 

 

 

多摩少年院の概要 
 

 

 



１　多摩少年院在院者の特性等

・

・

・

・

・

（注）　年齢は入院時年齢である。

・

※

（注）　複数の保護処分歴がある場合は，少年院，児童自立支援
　　　施設等，保護観察の順で，いずれか一つに計上している。

　同院の矯正教育課程は，「社会適応
課程Ⅰ」（義務教育を終了した者のうち，
就労上，修学上，生活環境の調整上等，社
会適応上の問題がある者であって，他の課
程の類型には該当しないもの）

　標準教育期間は，１１か月

　多摩少年院の収容対象は，家庭裁判
所において「第1種少年院送致」の決
定を受けた者

（平成27年新収容者）

　新収容者の８５.６％が１８歳以上

（凡例）
 １　特に記載のあるものを除き，平成２８年の数値である。
 ２　数値は，年間新収容者及び出院者から計上している。
 ３　円グラフ及び横棒グラフの数値は割合，それ以外の数値は実数を示している。

　新収容者１３９人のうち，入院前に
保護処分歴のある者は，９０人（６４.
７％）※
　そのうち，少年院送致歴のある者
は，１５人（１０.８％）

　全国の年長少年（18歳以上）全体で
保護処分歴のある者は，８１.８％

　出院者の５３.８％が収容継続を受け
た者
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・

・

・

・

（注）　複数の非行名がある場合，その主なもの一つに計上して

・

・

・

（注）「その他」は，愛着障害，記憶障害，薬物使用による行為

　10年前と比較して，全体に占める詐
欺（いわゆる特殊詐欺の出し子や受け子
等）の割合は，２.５倍

　新収容者のうち，発達障害等の診断
（疑いを含む。）を受けている者は，２
４人（うち３人は，複数の障害あり）

　少年鑑別所の心理技官による「処遇
鑑別」，少年鑑別所に一時的に収容し
て精密な「収容処遇鑑別」を実施する
場合あり

　道路交通法違反や薬物非行は，１０
年前と比較して半減

　共犯事件の割合は，１０年前と比較
して２割減（詐欺を除く）

　　 障害等である。

　　　いる。

　非行内容としては，①窃盗，②詐
欺，③傷害の順

　非常勤精神科医師による診察を月に
１回程度実施（必要に応じて関東医療少
年院の児童精神科医による診察を実施）
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・

※

・

・

※

（注）　「その他」は，雇主，養父のみ，祖父母等である。

　全国の男子年長少年全体では，９０
以上が５４.６％，１００以上が２６.
９％

（平成27年新収容者）

（平成27年新収容者）

　保護者は，①「実父母」，②「実母
のみ」，③「養父実母」の順※

　「実母のみ」の割合は，１０年前と
比較して約１２ポイント増

　全国の男子年長少年全体では，「実
父母」が３０.０％，「実母」が４２.
２％と逆転

　新収容者のＩＱ値（新田中Ｂ式知能検
査）は，９０以上が１１１人（７９.
９％），１００以上が５５人（３９.
６％）※
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・

※

　 

　　 

（注）　「その他」は，祖父母，兄姉，おじおば等である。

・

・

　

・

　保護観察終結時の無職者は約１割で
あり，出院後早期に就労に移行してい
る状況

　高校に復学した者は１０人，大学に
進学した者（確認が取れた者に限る）は
２人

　全国の男子少年全体では，保護者が
８５.０%，更生保護施設・自立準備
ホームが５.８％，雇主が３.０％，福祉
施設が１.４%，その他が４.８％

（平成27年出院者）

　採用面接を出院後に受ける者等が相
当数おり，出院時点の就労決定者は４
割弱

　出院者の７８.３％が保護者の下へ帰
住，８.４％が雇主の下へ住込み就労※
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曜日 土
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矯正教育の内容

余　　暇

１日の反省・就寝準備

就　　寝

１　生活指導（基本的生活訓練，問題行動指導，治療的指導，被害者心情理解指導，保護関係調整指導，進路指導）

３　教科指導（義務教育指導，補習教育指導，高等学校教育指導）

４　体育指導

５　特別活動指導（自主的活動，クラブ活動，情操的活動，行事，社会貢献活動）

２　多摩少年院の標準的な週間日課表　【処遇の段階：２級】

日

起床・洗面・清掃

朝食・余暇

体育指導

朝　礼

体育指導

特定生活指導

補習教育
指導

入浴

昼食・余暇

補習教育指導

補習教育指導

余暇入浴

基本的生活訓練

クラブ活動
特定生活
指導

自主的活動

木

余　暇

体育指導

月 火 水 金

被害者心情
理解指導

体育指導

朝　礼

問題行動指導（日記記入）

特定生活指導（マインドフルネス等）／問題行動指導

体育指導

自主的活動

高等学校
教育指導

進路指導
職業生活
設計指導

運　動
余暇入浴

２　職業指導（職業生活設計指導，自立援助的職業指導，職業能力開発指導）

職業生活設計指導

職業能力
開発指導

夕食・余暇

職業能力
開発指導

高等学校
教育指導

職業能力
開発指導

高等学校
教育指導

問題行動指導 補習教育指導 自主的活動

補習教育指導

職業生活設計指導

補習教育
指導

特定生活
指導

補習教育
指導



職業指導では，職業人としての基礎的マナーを習得させる指導や，各種資格取得講座等の職業

生活に必要な知識及び技術を身に付けさせる指導を行います。 

 

職業生活設計指導 …… 職業生活設計指導科（就労支援ワークブック，ビジネスマナーワークブ

ック，社会適応訓練等），農園芸科等 

職業能力開発指導 …… 情報処理科，溶接科，資格取得講座 

生活指導では，善良な社会の一員として自立した生活を営むための基礎となる知識や生活態

度を習得させるための指導を行います。 

 

基本的生活訓練 …… 新入時教育訓練，生活全般を通じた指導，ユースフルノート 

問題行動指導 ……… 個別面接，課題図書，課題作文，ロールレタリング，日記指導 

被害者心情理解指導  外部講師による講話，非行を振り返るワークブック 

保護関係調整指導 … 保護者会，三者面談，課題作文，通信・面会事前事後指導，個別面接 

進路指導 …………… 個別面接，ＳＳＴ，ハローワーク講話，金融教育，ストレングススピー

チ講座 

特定生活指導 ……… 被害者の視点を取り入れた教育，薬物非行防止指導，性非行防止指導，

暴力防止指導，交友関係指導，家族関係指導，周辺プログラム（マイン

ドフルネス，セカンドステップ等）  

３ 矯正教育の実施状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農園芸科での実習 

職業指導 

当院で取得できる資格一覧 

□基本情報技術者試験 

□コンピューターサービス技能評価試験 

 ワープロ部門，表計算部門 ２級，３級 

□ＣＡＤ利用技術者試験 ２級 

□危険物取扱者試験 乙種１類から６類 

□ガス溶接技能講習 □アーク溶接特別教育 

□小型車両系建設機械運転特別教育  

□フォークリフト運転特別教育 

□小型移動式クレーン運転技能講習  

□玉掛け特別教育 

特定生活指導受講状況（H28） 

□被害者の視点を取り入れた教育・・・５名 

□薬物非行防止指導・・・・・・・・・５名 

□性非行防止指導・・・・・・・・・１１名 

□暴力防止指導・・・・・・・・・・７２名 

□家族関係指導・・・・・・・・・・８６名 

□交友関係指導・・・・・・・・・・８０名 

生活指導 

薬物非行防止指導（グループワーク）



教科指導では，基礎学力の向上のための補習教育や，高等学校教育の内容を履修させる指導を

行います。 

 

高等学校教育指導・・・高等学校卒業程度認定試験講座，自己計画学習 

補習教育指導・・・・・基礎学力テスト（国語，算数），自己計画学習 

体育指導では，筋力トレーニングや有酸素運動等の基礎体力トレーニングを実施しています。

また，サッカー大会，バレーボール大会，水泳訓練など様々な体育行事を寮別対抗の競技形式で

行っています。 

 

５月～６月 サッカーリーグ大会 

７月～９月 水泳訓練 

２月    バレーボール大会 

特別活動指導では，自主性・自律性・責任感を身に付けさせる指導や，興味・関心を広げ，余

暇の善用の在り方を理解させる指導を行っています。 

 

自主的活動・・・役割集会，役割活動，美化活動 

クラブ活動・・・美術，書道，音楽，バレーボール，剣道 

情操的活動・・・小動物飼育，父親教育 

行事・・・・・・運動会，成人式，交歓会（春・秋） 

社会貢献活動・・高尾山（自然歩道）の清掃活動，福祉施設実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

                               

 

 

社会貢献活動 

サッカーリーグ大会 

高等学校卒業程度認定試験の受験 

教科指導 

体育指導 

特別活動指導 

高等学校卒業程度認定試験実施状況（H28） 

□受験者数・・・・・・５３名 

□全科目合格者数・・・１７名 

□一部科目合格者数・・３０名 

高尾山（自然歩道）の清掃活動実施状況（H28）

□実施回数・・・・１５回 

□延べ人数・・・・９９名 



 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

  
給食係の活動 

 処遇の最高段階にある１級生が生活する出院 

準備寮の第１学寮では，在院者同士でより良い 

寮の在り方について話し合いを行い，寮内のル 

ールを在院者自らで作り上げる等の自治的な寮 

運営を行っています。 

集団寮に在籍する全ての在院者が役割を持って，その責任を自覚しつつ，

他者と協力・協調して，集団生活を行うように取り組んでいます。 

その内容は，下表のとおりであり，処遇の段階が向上するにつれて，徐々

に責任の重い役割を与えています。また，週末には「役割集会」を行い，

寮内での生活を改善するための話し合いや，寮内の目標を設定をするため

の話し合いなどを在院者同士が行います。 

なお，週番・副週番以外の各係には，主務者（責任者）を指名し，与え

られた役割に関する寮内意見のとりまとめ等を行っています。 

 

役割 活動内容 

週   番 日課進行のリーダー・各係活動の調整（１名） 

副 週 番 日課進行のサブリーダー・週番の補佐（２名） 

整 備 係 寮内備品の管理や美化・清掃道具点検・布団干し等 

衛 生 係 入浴準備・洗濯・保健衛生面の管理等 

文 化 係 図書及び新聞の管理・寮内新聞の発行等 

レ ク 係 運動やレクリエーション行事の計画・用具の管理 

給 食 係 食事準備・後片付け 

そ の 他 生物係(熱帯魚の世話)等 

 

 

 

 

 

 

 

 

寮内での話合いの様子 

自主的活動（役割活動） 

第１学寮（出院準備寮）での生活 



４ 寮担任・個別担任制 
 

 

 

  
集団寮（５か寮）には，それぞれ 8 人の寮担任が配置されています。 

役割 主な業務内容 

寮 主 任 寮運営の責任者，処遇審査会等への出席 

副 主 任 寮主任の補佐 

集団指導 生活指導，役割活動，居室編成及び集会指導の計画 

社会復帰支援 在院者の帰住調整，就労支援 

生活管理 在院者の被服，物品等の管理，自弁品購入，支給品貸与 

体 レ ク 体育，レクリエーションの計画・実施，各行事の指導 

教養（２名） 補習教育，文化活動及び高等学校卒業程度認定試験の指導

 

 

 

 

また，在院者１名に対し，１名の所属寮職員が個別担任となり，面接指導等

を重ねながら，その特性や心情を把握した上で，個人別矯正教育計画の実施・

修正・変更，成績評価案の作成，賞の申請，成績経過記録表等の作成，特定生

活指導のフォローアップ（個別面接による受講状況の確認・記録），保護者等

との調整を含む進路指導などを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 処遇の様々な場面で動機づけ面接を活

用しています。複数回の勉強会を開催し，

職員の技法の習得・習熟に努めています。

（※…動機づけ面接は，在院者等が本来

有している，“変わろう”“変わりたい”

という変化への気持ちを引き出し強化

するために，意図的かつ協同的に行う

面接法です。） 

動機づけ面接（ＭＩ） 
目標点検集会 

在院者と個別担任職員との間では，「ユースフ

ルノート」という交換ノートをやり取りしてい

ます。自由な意見交換をしたり，職員が課題を

出し，在院者がそれに答えるなど，在院者が毎

日，日課として記載している「日記」とは異な

るものです。ユースフルノートを活用して，在

院者が素直な自分を十分にさらけ出せる機会を

与えながら，信頼関係の構築に努めています。 
 

個別担任との面接 



５ 社会復帰支援の実施状況 

  

 

 

在院者のうち，保護者の元への帰住ができないなど，帰住先の確保に困難を

抱えるものが 1 割を超えており，更生保護施設，自立準備ホーム，住込み就

労などの帰住調整を行っています。 

【具体例１ 処遇ケース検討会の実施】 

個々の必要性に応じて関係機関と連携してケースワークを行うもので，平成２

８年度は６回実施。同検討会には，家裁，地検，保護関係機関，少年鑑別所，地

域生活定着支援センター，社会福祉士，矯正管区，NPO 法人等が参加。 

【具体例２ 帰住困難ケース】 

保護者に監護力がなく，兄弟も反社会的集団に所属するなど家庭環境が劣悪で

あったことから，家庭裁判所から環境調整命令が出されていたケース。本人には

粗暴性があり，院内での反則行為があったことから更生保護施設等への帰住調整

が難航しましたが，Ａ更生保護施設に対し，当院での当該在院者の生活の状況や

成長の過程などについて，丁寧に説明した結果，同施設職員による面接が実施さ

れ，時間は要したものの最終的に仮退院につなげることができました。 

【具体例３ 住込み就労】 

帰住先が決まらない在院者に対し，就労先と帰住先を同時に支援するものであ

り，平成２８年度は８件の実績があります。出院後の職場への定着が課題であり，

できる限り在院中に職場の様子を理解させるように，住込み就労先にまで就職面

接に出向き，職場や社員寮を見学させて，社会復帰後の生活を具体的にイメージ

できるようにしています。 

（１）帰住調整 

社会復帰支援のイメージ 



   

      

 

 

             

 

（２）就労支援 

（３）修学支援 

出院後の就労生活のイメージを持

つための職場見学 

ハローワーク，矯正就労支援情報センター（コレワーク），各都道府県就

労支援事業者機構，職親プロジェクト，協力雇用主等と連携して，在院中に

就職内定させ，あるいは出院後速やかに就職できるように支援しています。

働くことの意味や意義を雇用主から

学ぶ「仕事フォーラム」 

 高等学校・専門学校等への復学や進学，大学へ

の進学を希望する者を対象に修学支援を実施して

います。 

 平成２８年出院者では，大学に進学した者２人，

高等学校等に進学した者６人，高等学校等に復学

した者が４人となっています。 

 本年度，当院が高等学校卒業程度認定試験受験

指導のモデル施設に指定されたことを受け，現在，

在院者に対し，修学に対する希望を更に引き出す

ための働き掛けを行うなどして，受験希望者の掘

り起こしを図っています。 

 また，教科指導としての高等学校教育の授業等

と密接に連携した支援を行えるよう体制を整えて

います。 



 

６ 保護者に対する協力の求め等 
  

（１）保護者会等 

（３）特別面会 

実母，妻，担任教官を交え，父親であ

る在院者と実子との触合い 

「保護者ハンドブック」 

（２）成績通知 

 保護者に対し，入院後速やかに「保護者ハンドブ

ック」という冊子を交付しています。ハンドブック

には，少年院における生活や教育・支援の内容等に

関する説明が盛り込まれており，保護者の理解や協

力を求める内容となっています。 

 処遇の段階ごとに保護者会を開催して，各段階に

応じた説明や働き掛けを行っています。例えば，３

級の段階では，少年院の教育に関する理解を深め，

安心感を持ってもらうための説明を行い，１級の段

階では，出院後の生活や保護観察制度について，説

明を行っています。 

毎月行う成績評価の結果については，在院者に個別面接において告知し，

指導を行うだけでなく，保護者に対しても通知しています。 

特に，処遇の段階が向上した際には，保護者が面会のため来院した機会

を捉え，面談により丁寧な説明を行っています。このような面談の際には，

保護者からの質問や要望にも対応し，アドバイスも行っています。 

通常の面会とは別に，家族関係を調整するために長い時間を掛けて面会

を行うとともに，在院者，保護者，担任教官の三者で出院後の生活などに

ついての話合いを行い，社会復帰後の家族の在り方を見つめる場を作って

います。 

【具体例】 

在院中に実子が生まれたことから，

養育方針等について家族（実母，妻）

と話し合うため，家庭寮において，今

後の生活設計を家族間で話し合う機

会を設けました。その際，実子への食

事，おむつ替え，沐浴を行ったことで

父親としての立場や責任について考

える機会となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ その他 
 

成人の決意と誓い 

（４）保護者参加型行事 

（１）外部からの協力 

（２）退院者等からの相談 

運動会での家族との交流 

運動会，成人式，意見発表会など，節目となる大きな行事には，保護者

の参加を求めています。 

在院者の成長や変化を保護者に確認してもらうとともに，親子の関係を

調整する場として，話合いの場を設けるなどしています。 

出院者やその保護者等から，交友関係，進路選択等について相談を求め

られた場合には，これに応じています。平成２８年度には，電話や手紙等

による１０５件の相談があり，保護観察所との連携を図るなどしながら対

応しました。 

その他，保護観察所からの求めにより，更生保護施設に入所中の出院者

を個別担任等が訪ね，助言や激励を行うケースもあります。 

 外部からの協力者として，篤志面接委員，教誨師，更生保護女性会のほか

に，多くの民間協力者や団体からの支援を受けて，個別面接，クラブ活動，

誕生会，講話，各種イベント等を行っています。 


